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平 成元年 12月 3日 (日 )P15100
大会が開催 された。懇親会に先 立ち、

さ れ  る

λ
=。

'名 簿 発 刊 な る     「

支都活動を活発にするためには、校友名簿の整備は不可欠である。委員一日、が
んばって第 2号発刊にこぎつけた。第 1号が出されてから5年 9か月。神奈川県は
転勤・転居が多く、作成に多大な時間を要した。不備な点も多いが、お許し願 |｀ た
ぃ。 '             (車 、上田、都築、橋本、長谷川)

第 11回 。第 12回 ゴ ル フ の 会

‐第 11回 元年 4月 2日 (日 )

於 沼津 国際 CC
女性 3名を合 め、22名の参 加。

優勝  飯 田隆 造 (3tl経 )

2位 池田嗣 郎 (認理 工 )

3位  田辺 尚矩 (37理 工 )

開 催 さ れ る

・第12回 :元年 9月10日 (日 )

於 沼津国際 CC
優勝 仲本政淳 ,(34理工 )

2位 岸本哲夫 (26法 )

上島催(賃量「漂覇嬰艦な表ら
見事 、 4位に入養 。参 ■

"名
。

(:茂[1,  ‐

第 4回 麻 雀 の 会

7月瀦 日 (日 )横浜駅 西日「 シロJ
催
離一

開
“

さ れ る

優勝は上田 ‐隆 (41法):
(上田 )

来たる平成 2年 3月 18日 (日 )、 横浜駅西日・高島屋デパー ト 6Fミーティン
グサロン「ばらの間」1こて行われる。校友また家族多数の出席をお願いします。|

(幹事 長 武田 )
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◎ 創立90周年にむけて1人 1日運動推進中。 .
平成 2年 5月 19日 ヽ立命館 は創始 120年 、創立 90年を迎え ます。大学を発展

格雪ヽ最孵著Tズl諷島野I進
しました1曹専」鶏ぶ躍智ず

単動を推進中です。 まだの方は、出費多
端な折 とは思いますが、是非ご協力下さるようお願 い申 し上げます。

募金活動委員長 斎藤寿弥 (27経 )

同 事務局長 車 宗成 (32法 ,

勝 田 支 部 長 個 展 開 か れ る

支部長の個展が石記のよ う
に銀座・資生堂ギヤラ リーに
て行われます。売上金は90周
年記念事業へ全額寄付 されま
す。また 3万円以上大学に寄
付 された方は、支部長 より版
画が、金額に応 じて作品が購
呈され ます。

勝 田 寛 ■ 展

198982月 18日曰～田日田

11:∞AM～6:30PM

C頼性堂ギヤラリー

作家住所

相模 原市南台
4-9-11

東京都 中央区銀饉
‐  8-8-3
lF 03‐-572-・ 2121

鬱

主催 立命館大学

(木)110月ご日吹)1.期  日

2. 場  所

平成2年10月ζ日
日本橋 高島屋

こ の こ
゛
ろ

ポ
ー
ト
ピ
ー
プ

ル

つ
漂
着
は
、
日
本

に
と

っ
て
新
た
な

課
題
を
投
げ
か
け

て
い
る
よ
う
で
す
¨

ア
ジ
ア
各
国
に
と

っ
て
、
現
在
の
日

本
は

″金
の
な
る

樹
“
に
想
え
る
よ

う
で
、
先
の
ベ
ト
ナ
ム
難
民
を
装

っ
た
中
国
人
グ
ル
ー
プ
の
証
言
は

端
的
に
、
そ
の
意
を
表
わ
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
「
旧
本
で
勧
り
ば
お

金
が
稼
げ
る
」、例
え
高
い
密
出
□

費
を
支
払

っ
て
も
、
日
本
に
着
〓

さ
え
す
れ
ば
何
と
か
な
る
、
と
い

っ
た
強
弘
な
日
本
上
陸
組
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
日
本
で
学
び
な
が

ら
労
働
を
、
と
考
え
て
い
る
外
国

人
も
急
増
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

で
、
私
達
自
身
が
考
え
て
ま
い
ら

ね
ば
な
ら
な

い
事
に
、
私
達
の
職

業
観
な

，
、
生
き
方
、
豊
か
さ

ヘ

の
甘
え
が
あ
る
よ
う
に
想
え
ま
す
。

昭
和
二
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
に

か
け
て
、
若
者
達
は
職
を
求
め
る

た
め
に
、

ハ
ン
グ
リ
ー
さ
を
露
骨

に
表
わ
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
■

す
。
そ
し
て
成
長
期
、
努
力
す
れ

ば
、
よ
り
高
い
地
位
と
、
豊
か
な

生
活
を
得
ら
れ
る
と
ば
か
り
上
、

働
き
．
努
力
し
て
い
た
よ
う
で
す
一

勿
論
現
在
も
そ
の
姿
勢
は
決
し
て

損
な
っ
て
し
ま
っ
て
ぃ
る
と
は
申

し
ま
せ
ん
が
、
ど
こ
か
希
薄
に
映

り
始
め
て
お

，
ま
す
。
若
い
世
代

の，議
し
に
な
り
ま
す
が
、
学
校
を

卒
業
し
て
し
、
す
ぐ
に
就
職
を
し

な
い
若
者
．
超
大
企
業
に
就
職
し

て
も
、
十
年
、
三
年
で
簡
単
に
職
・

を
辞
し
て
し
ま
う
。
「残
業
や
苦
労

の
多
い
仕
事
は
イ
ヤ
、
と
ば
か
り

の
行
動
」
が
日
立
ち
ま
す
。
確
か

に
、
人
手
不
足
の
時
代
で
す
か
ら
、

次
々
に
新
し
い
職
場
に
め
ぐ
り
逢

え
る
で
し
よ
う
。
で
も
そ
の
一
方

で
、
何
か
を
失
っ
て
い
く
よ
ぅ
に

し
想
た
る
の
で
す
が
。
そ
れ
に
加

た
て
外
国
人
労
働
者
や
学
生
の
受

け
入
れ
に
、
判
然
ｔ
し
た
態
度
と

姿
勢
を
打
ち
出
せ
な
い
で
い
る
政

治
、
日
本
は
今
、
大
〓
く
門
Ｆ
を

開
か
ざ
る
を
得
な
い
時
代
に
入
り

ま
し
た
。
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
に
■
一

っ
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
こ

の
頃
で
す
。
ユ
達
自
身
の
生
き
方
、

暮
し
も
確
実
に
様
変
り
ｔ
始
め
て

い
る
よ
う
で
す
。

縄もうこと
相

談

．役
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良
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工
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贔
観
彎

立
命
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

二
士
一百
‐、西
裏
雲
霧
で
回
大

―
立
命
■
回
戦
を
行
い
、
立
命
が
延
・

長
十
回
ヽ
２
ト
ー
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ぢ

し
て
三
つ
目
の
勝
ぢ
点
を
挙
げ
２
位

と
な
っ
た
。

全
日
程
を
終
了
し
‐、
順
位
は
六
違

繁
垂
癒
■

立
ｔ

「
メ
＾
関

学
、
同
大
、
東
大
と
な
っ
た
。

.産  駆  執  鳩

眉艶勇既謁暑  1989. 9.19

夕 刊

確
〓

ｔ
聾
π
は
濤
い
て
い
る
。
一　

に
宝

募

薔

だ

彗

言

ヽ

■

〈

立
命
撻
大

，
は
、
一部
（七
年
年
の
開
学
を
日
打
す
。

メ
鰐
奨
弊
鵜
市難
歴
響̈
帰

二
万
一４
自
七
十
九
ス
。
キ
■
ン
パ
一―
ン
に
竜
谷
大
学
の
理
〓
学
部
と

一

％
錆離
夢
委
嵯
醐
罪
響
籍

製
婆謹
電
環
一・髪
ゴ
“然
各

磋
鋼
轟
鶴

瞼
誕
癬
維
募
鱚
磁絆諄

六
年
を
め
ど
に
理
二
学
部
と
同
学

年
三
月
、
同
大
学
関
係
者
が
候
補

部
の
大
学
院
を
現
在
の
政
笠
キ
ャ

地
を
視
楽
し
た
「
こ
の
結
果
、
車

び
わ
こ
攻
化
ザ
ー
ン
磯
確
・　
″酵理
なれ
鵠
勢
総

津
市
内
に
は
今
響
、
毒
谷
大
学

を
機
に
一
学
年
■
人
に
増
大
、
大
一

一
´
部
・
京
都
市
）
の
コ
エ
学
部

，
院
ヽ
合
わ
せ
て
増
員
し
、
議

，

と
社
会
学
部
す
移
髯
、
開
学
し
た

五
十
人
に
す
る
。

ば
か
り
で
、
機
●
で
３
鷲
大
学
の

　

大
学
、
県
と
も
平
成
三
―
四
年

移こ
′
Ｆ

Ｌ
▼

津賀・草一滋立命大も
理ェ学部t平成6年開学ヘ
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どば漬 け

十
四
年
口
か
ら
東
京
に
住
ん

で
い
ま
す
が
、
生
ま
れ
育
っ
た

の
は
京
都
。
だ
か
ら
、
清
物
に

は
目
が
な
い
ん
で
す
一
最
後
に

こ
れ
で
お
茶
薇
け
を
サ
一７

，
フ

や
ら
な
い
く

ど
う
も
体
が
機

ま
ら
な
い
Ｆ
？
奮
贅
す
ぐ
き
、

千
枚
漬
、
う
ま
い
潰
物
は
あ
れ

警
霧

電

』録

こ
れ
あ
り
ま
す
が
、
今
、
う
ち

で
は
も
っ
ば
ら

「
ど
ぼ
着
け
」

ｒ

。
瀬
声
物
の
つ
ぼ
に
、
ぬ
か
と

塩
水
を
よ
く
濃
せ
て
入
れ
、
し

ば
■
く
寝
か
せ
て
か
ら
、
そ
の

選
か
ギ

■
に
キ
ュ
マ
‘

ナ
ス
を
凛
け
込
む
の
で
す
。
六

全
国
で
活
躍
す
る
校
友

事

梶
古
量
に
戻
っ
た
時
は
必
ず
漁

物
を
費
セ
ー
〓
塁
二
ｉ

、́
名

店
街
に
あ
ス
ｙ
蟄
だ
不
本
き
な
晨
一

よ
り
も
、
あ
ま
り
自
立
た
な
い

所
に
あ
る
店
の
品
の
方
が
お
い

し
い
で
す
ね
。

潰
物
の
ほ
か
、
う
と
ん
、
ひ

ろ
う
す
、
ハ
モ
な
ど
京
の
う
ま

い
も
の
は
い
ろ
い
ろ
ふ
裔
壬
茅
″

が
、
極
黎
は
や

っ
ば
リ
マ
ツ
タ

ケ
こ
飯
か
な
。
ま
た
、
京
都
と

い
う
通
は
ヽ
ス
材
を
う
ま
く
料

理
す
る
所
。
だ
か
ら
、
中
幸
料

理
で
も
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
も
京

都
の
は
う
ま
い
ん
で
す
よ
。

杉田 二郎さん 歌  手

口 本 鮮 漱 薪 漁

%正 敏 談

社 会党上昇気

流 にの り、参 議

院比 例選 で初 当

選 。住職 も して

い るので興会 謳

会中く壇家に不
幸があつたら大
変だ。

■980年 (平 虔二つ ■■月 ■0日
`●

●0)

理
工
（Ｃ
石
川
県

「
な
せ
は
な
う
。
お
さ
ね
ば
な
　
も
菫
く
■

っ
た
」
と
い
う
。
仕
事

義
一
人
情
に
あ
つ
い
」
エ
ビ
ッ
ー
　
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
）

正
敏
柁

社
　
新
０

Ｃ
翼
宗
大
谷

派
正
光
寺
住

職
②
測
量
士

り
立
命
館
大

三 EE村 先 生 逝 去 す

,t4F9月 23里

三
日
村
　
泰
腱
氏
六
み
た
む
ら

・

た
い
す
け
Ｈ
立
命
館
大
名
誉
教
授

・

東
洋
史
）
二
十
三
日
午
後
九
時
十
二

今
、
肺
炎
の
た
め
、
埼
玉
県
大
富
市

の
奎

馨

優

死

去
、
七
充

歳
。
議

・
罰

議

旱

六
早

後
零
時
半
か
ら
大
富
市
盆
栽
町
一
四

二
′
三
の
自
宅
で
。
喪
主
は
長
男
良

で調
購
馨
っ鮨
駐
籐

で
著
書
に

「電
官

〈か
ん
が
ん
）
」

「濤
堅
製
ス
の
研
究
」
な
ど
。
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委

壼

兵

た
係

に

”ヴ
ｔ
と
こ
Ｔ
薔
ら
Ｆ
●
ヽ

鐘

鰹

鰐

撫

餃
じ
て
、
●
Ｆ
そ
う
意
澤
”
て

あ
っ
た
と
２
警
ケ深
く
せ
ご
う

を
え
な
い
。
　
　
一一

‘
奏
の
建
遇
を
し
ら
べ
な
お

す
と

‐と
も
に
ヽ
民
衆
や
饉
〓
者

の
心
菫
の
議
層
に
ま
で
た
ち
い
　
　
　
　
「
‐
‐
‐
「
ｌ
１
１

っ狂
署
禅
〓
■
８
■
・
督
属
書
を
壼
響
０
さ

事
絆
ヽ

北
裏
嘉
喜
！
４
壼
驚
す
る
Ｉ
窪
っ
こ
界

が
、
こ
れ
を
中
〒
全
笑
璽
”
書
しい
つ
あ
壺
警
よ
つ
て

の
首
都
で
銀
質
丼

，
２
贅
叉
ぺ
　
一Ｒ

●
こ
Ｉ
■
〓
一
世
界
に
は
め

趾

嚢

で
日
き
た
と
み
る
か
「
ヽ

す
い

と
い
え
る
こ
霙
通
ら
ゃ

ｆ

票

っ
番

，
菫

姜

ｊ

憂

塁

薔

罐
訂
計
澤
墨
親

駐

夕

一警

磁

杏
詭

ｋ

饗

ｇ

層

罹

露

庭
に
議
（破
■
５
し
く
璽
卜

各̈
■
申
詈
垂
口漱
撻
た
「共

た
ち
を
う
つ
し
た
し
て
示
し
た

和
自
」
で
あ
る
ｏ
　
一
・

な
わ
ち
そ
の
］
に
お
こ
な
わ
れ
　
，‐
・知
識
人
の
立
場
に
発
し
て
い
　
　
強
力
蒸
相
力
■
ア
ナ

‐
１
〓

‐―

１

一趾

・吟

・
曇

・曇

¨
舞

豪

一・議
鍛
騨
躍

・ヽ

機

し
要

た
壺

辱

欝

懸

曹

３

、
護

色
で
あ
る
と
こ
う
の
「十
六
し
と
　
府
的
に
な
ら
き
る
を
え
な
い
。

■
薔
鷲
沐
薔

〒

雷

文

書

驀
墨

露

一
を

三

年
中
菫
山
栞
省
生
菫
れ
．
壱
●

ヽ
羨

爽
」
串
雰

最

」

弯

犠
ち
翼

'

が
、
班
縄
の
天
安
門
ｍ
の
広
場

も
一
●
２
堅
ξ
３
素
■
を
も

ち
ヽ
そ
の
象
壼
住
に
よ
っ
て
、

秘妻

富
謡
丹

，
憂

一セ
■
学
等
議
景
奮
三
ロ

す
る
に
あ
た
っ
一、
ス
●
の
画

政
権
が
壼
わ

つ
た
だ
け

「中
幸
民
菫
」
以
田
は

豊ヽ

〓

な

み
営
〓
聾
配
薔

警

つ
言

業

ｔ

精
轟

翠

斎

菫
聾
５

し
ヽ
現
在
の
中
爾
状
層
―
十
華

世
界
の
政
治
を
分
析
し
て
い
る

０
ヽ

傘
番
Ａ

ユ
イ
¨
イ
ン

シ
ト
）
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
薇

授
で
あ
る
。
　
　
　
・

・　
´
う
い
み

ヽ
轟
姿
霧
蟹

前
に
「申
豪
民
国
の
国
号
を
設

め
な
い
ほ
う
が
さ
か
っ
た
」
と

磨
，

在
一ヽ

な
に
か
で
擁
ん
だ

‥

暑

か
ら
慮
綸
を
発
し
て
い
る
の
で
・

あ
３
壺
組
迷
害
琴
あ

概
念
に
つ
い
て
づ
き
の
よ
う
こ

ヘ

ヘ

庫
。
繁

に
セ

ぞ

長

率

ｇ

っ
■む
Ｆ

皓
慧

じ

霜

蔵

天
露

輝

と

、
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